
A Z U M A  N O  H I K A R I

55　 　 MajoMajo

教
主
さ
ま
お
作
　
灰
釉
茶
盌
「
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」　

【
対
馬
土
、
梅
松
苑
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
釉+

元
屋
敷
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
釉
】

日ひ
に
向む
か
ふ
も
の
は
照て
ら
さ
る
す
め
神かみ
と

　
　
　
　
ひ
た
に
頼た
の

ま
ば
光
ひ
か
り

さ
す
な
り

【 

尊
師
　
出
口
日
出
麿 

】
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直
心
会
東
北
教
区
連
合
会
常
任
委
員　

松 

家　

み
は
る

現
世
に
生
き
る
と
い
う
修
行

　

数
年
前
ま
で
、
東
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
大
き
な
通
り
の
ベ
ン
チ
に
、

住
む
所
も
身
よ
り
も
な
さ
そ
う
な
一
人
の
女
性
が
い
つ
も
座
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
夫
と
の
会
話
の
中
に
彼
女
の
話
題
が
出
ま
し
た
。「
彼
女

に
話
し
か
け
て
み
た
ら
？
」「
え
？
」
私
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
一
体
、
何

を
し
ゃ
べ
っ
た
ら
良
い
の
か
。
70
歳
代
に
見
え
る
彼
女
が
困
っ
て
い
る
こ
と

は
何
な
の
か
、
福
祉
に
つ
な
い
で
保
護
を
受
け
る
方
法
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
私
は
、
勇
気
を
出
し
て
彼
女
に
話
し
か
け
ま
し
た
が
、
彼
女
は
少
々
う

な
ず
く
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
う
で
し
ょ
う
。
路
上
で
暮
ら
し
て
行
く

た
め
に
は
、
警
戒
心
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
お
ま
け
に

私
に
福
祉
の
専
門
的
知
識
が
あ
る
訳
で
も
な
い
。
で
も
そ
の
日
以
来
、
私
は

同
じ
人
間
と
し
て
彼
女
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
は
皆
、
ひ
と
し
く
神
さ
ま
の
子
ど
も
で
す
。
現
世
に
生
き
る
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
で
修
行
だ
と
大
本
で
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
は
私
と
同
じ

街
に
住
み
、
過
酷
な
毎
日
を
生
き
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
話
を
し
て
み
て
、
ま

ず
は
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
事
と
思
い
、
朝
パ
ー
ト
に
出
か
け
る
際
に

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
挨
拶
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
何
日
か
無
視
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
挨
拶
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、
彼
女
も
私
に

会
釈
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

何
年
か
し
て
、
東
京
を
去
っ
て
青
森
に
引
っ
越
し
す
る
日
、
私
は
最
後

に
大
通
り
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
彼
女
に
お
別
れ
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

「
引
っ
越
す
け
れ
ど
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
」。
彼
女
は
何
か
言
い
た
げ
で

し
た
が
、
少
し
声
を
あ
げ
た
だ
け
で
言
葉
は
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
。
結
局
、
彼

女
に
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
彼
女
と
同
じ
時
間
、

同
じ
街
に
住
み
、
こ
の
困
難
な
時
代
に
生
き
る
こ
と
で
魂
の
修
行
を
し
て
い

る
彼
女
に
、
少
し
だ
け
寄
り
添
え
た
よ
う
に
思
え
た
の
で
し
た
。



東
京
本
部
主
催

　

東
京
本
部
主
催
「
聖
地
参

拝
ツ
ア
ー
」
は
４
月
１
・
２
日

に
開
催
さ
れ
23
人
（
係
員
含
）

が
参
加
。
１
日
午
前
10
時
に

東
京
本
部
を
出
発
、
天
恩
郷

到
着
後
、
夜
間
に
は
特
別
講

座「
現
代
の
大
本
の
活
動
」（
講

師
・
奥
脇
俊
臣
国
際
愛
善
宣

教
課
主
事
）、
そ
の
後
懇
談
。

　

２
日
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
「
神
苑
案
内
・
お
作
品

拝
観
」（
講
師
・
坂
本
満
成
総

合
受
付
課
主
任
）、
そ
の
後
天

恩
郷
月
次
祭
参
拝
、
直
会
後
、

　　講師：坂本由子講師：坂本由子（人類愛善会理事）（人類愛善会理事）

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

体と健康に優しい食生活体と健康に優しい食生活
〜正 食 と は 〜〜 正 食 と は 〜

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
６６⺼⺼ 2525 日（日）日（日）19：00 〜19：00 〜

　人類愛善会初代総裁出口王仁三郎は、正
食とは、神さまのみ心すなわち自然の道
理にかなった食生活であると述べられて
います。家族の健康を預かる私たち主婦
の役割は大変重要です。今おかれている
環境の中で少しでも良いものを見つける
知恵がとても大切であると思います。
　日々の食の選択は重要です。

　　
1111
日
（
日
（
日日
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭

東
光
苑
月
次
祭

人
類
愛
善
会
創
立
記
念
祭
典
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

人
類
愛
善
会
創
立
記
念
祭
典
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

　　
2424
日
（
土
）

日
（
土
）

自
己
を
見
つ
め
る
集
い
（
鎮
魂
と
浄
書
）

自
己
を
見
つ
め
る
集
い
（
鎮
魂
と
浄
書
）

　　
2525
日
（
日
（
日日
））  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

  

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

　

講
題

　

講
題    

体
と
健
康
に
優
し
い
食
生
活

体
と
健
康
に
優
し
い
食
生
活

　
　
　

　
　
　

    

〜
正
食
と
は
〜

〜
正
食
と
は
〜

　

講
師

　

講
師    

坂
本
由
子

坂
本
由
子

　
　
　

　
　
　

  

（
人
類
愛
善
会
理
事
）

（
人
類
愛
善
会
理
事
）

  

６６
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

日　程	日　程	 6 月 24日（土）6月 24日（土）
	 午後 1時 30分～ 4時 30分	 午後 1時 30分～ 4時 30分
会　場	会　場	 大本東京本部・東京宣教センター大本東京本部・東京宣教センター
内　容	内　容	 鎮魂　『大本神諭』の浄書鎮魂　『大本神諭』の浄書
参加費	参加費	 1000 円1000 円
定　員	定　員	 20 人（定員に達し次第、締め切り）20人（定員に達し次第、締め切り）
申　込	申　込	 氏名・所属・電話番号を明記の上、下記氏名・所属・電話番号を明記の上、下記
	 までお申し込みください。	 までお申し込みください。

		 東京宣教センター愛善宣教課東京宣教センター愛善宣教課
	 T e l  		 T e l  	 03-3821-3701（担当・西山）03-3821-3701（担当・西山）
	 Mail		 Mail	 k-nishiyama@oomoto.or.jpk-nishiyama@oomoto.or.jp
締　切	締　切	 6 月 17日（土）6月 17日（土）

※「自己を見つめる集い」とは、信徒一人ひとりの※「自己を見つめる集い」とは、信徒一人ひとりの

信仰向上のため、自己研鑽する一助となることを目信仰向上のため、自己研鑽する一助となることを目

的としたプログラムです。（一般の方の参加も可）的としたプログラムです。（一般の方の参加も可）

自己を見つめる集い
〜 鎮 魂 と 浄 書 〜

春
季
大
祭
を
執
行

　

東
光
苑
春
季
大
祭
は
４
月
９
日

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
出
口

眞
人
氏
の
も
と
執
行
し
、
２
２
２
人

が
参
拝
し
た
。

　

祭
員
は
各
主
会
の
祭
務
部
長
ほ
か

有
志
が
、
少
年
祭
員
は
小
谷
遼
さ
ん
、

伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本

神
諭
拝
読
は
岩
澤
兵
衛
神
奈
川
主
会

長
が
担
当
し
た
。
東
光
庵
で
は
、
添

釜
が
か
け
ら
れ
、
高
野
社
中
が
担
当

し
た
。

　

祭
典
後
、
二
絃
の
会
関
東
支
部
に
よ

る
八
雲
琴
『
春
の
調
べ
』（
三
部
合
奏
）

が
奉
納
さ
れ
た=

写
真
左
。引
き
続
き
、

橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
直
心
会
東
京
連
合
会

よ
り
東
京
本
部
へ
十
曜
の
神
旗
の
献
納

が
あ
り
、
目
録
を
石
井
宣
江
直
心
会
常

任
委
員
が
読
み
上
げ
、
橋
本
セ
ン
タ
ー

長
に
手
渡

さ
れ
た=

写
真
下
段

上
。
そ
の

後
、
斎
主

の
出
口
眞

人
氏
が
あ

い
さ
つ
を

行
っ
た
。

　

１
階
ロ

ビ
ー
で
は
、

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

の
出
張
販

売
が
、
ま

た
１
階
及

び
２
階
ロ

ビ
ー
で
は
、

直
心
会
バ
ザ
ー
が
、
直
会
時
に
は
、

青
年
部
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
バ
ザ
ー

が
行
わ
れ
た=

写
真
左
下
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
、
直
心
会
東

京
連
合
会
主
催
に
よ
る
「
お
土
の

ご
用
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
矢
野

健
愛
善
み
ず
ほ
会
事
業
部
長
、
駒

形
康
義
農
事
組
合
法
人
大
本
主
事

を
講
師
に
迎
え
、
講
話
と
「
み
づ

ほ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
発
酵
堆
肥
」
に
よ

る
プ
ラ
ン
タ
ー
実
習
な
ど
が
行
わ

れ
、
好
評
だ
っ
た
。

聖
地
参
拝
ツ
ア
ー

教
主
さ
ま
に
ご
面
会
い
た
だ

い
た
。
添
釜
入
席
、
木
の
花

桜
が
満
開
に
咲
く
植
物
園
散

策
な
ど
を
行
い
、
午
後
１
時

30
分
天
恩
郷
出
発
、
午
後
９

時
30
分
に
東
京
本
部
に
帰
苑

し
た
。


